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まえがき 

 

本書は、アジア経済研究所において 2011年度から 2年間の予定で実施されている「国際

産業連関分析論」研究会の 1年目の成果（中間報告書）である。国際産業連関表は、1960

年代から米国や日本を中心に作成が行われてきた。特に日本では、アジア経済研究所が中

心となって、アジア各国の共同研究機関とともに 40年以上に亘って国際産業連関表の作成

および分析を継続的に行ってきた。その結果、アジア経済研究所は継続的に国際産業連関

表を作成･公表してきたほぼ唯一の機関であるとともに、アジア各国のデータの整備状況を

踏まえつつ、さまざまな試行錯誤を経て作成や分析に関する知識やノウハウを蓄積してき

た。しかしながら、今までこれらの知見を体系的に整理することが十分に行われてきたと

は言い難い。このような背景から、本研究会は、主としてアジア経済研究所において作成

されてきた国際産業連関表を中心として、国際産業連関表の理論的基礎づけとその分析方

法について体系的に取りまとめることを目的として発足した。具体的には、以下の方法に

より、成果を取りまとめることを目的としている。 

① 通常の産業連関モデルから地域間産業連関モデルへの拡張という観点から、国際産

業連関表に関わる理論の系譜を整理する（アジア経済研究所の国際産業連関分析事

業の理論的裏付け）。 

② その上で、国際産業連関表の基軸となる分析方法を、やはり通常の産業連関モデル

から地域間産業連関モデルへの拡張という観点で包括的に取りまとめる。 

一方、国際産業連関表の実際の作成に際しては、通常の産業連関表や地域間産業連関表

とは異なる種々の課題（国内地域間と国際間の違い、対象各国の特性、データ制約など）

が存在する。アジア経済研究所では、地域間産業連関表をベースとしつつも、上述の課題

を踏まえつつ独自のモデルを開発してきた。したがって、その成果を上記①および②の視

点に沿って取りまとめることにより、国際産業連関表の理論的な枠組みと分析方法を提示

するとともに、その具体的な応用例としてアジア国際産業連関表を取り上げ、国際産業連

関表の意義を示したいと考えている。 

上記の計画のもと、本年度は、国際産業連関表の理論的基礎や歴史的経緯及び主要な分

析方法についてとりまとめを行った。2 年目は、今回触れなかった部分を補完するととも

に、分析方法の充実も図っていく予定である。 
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